
セミナー報告 

令和元年度 男女共同参画セミナー① 

「～円滑な人間関係を築く～ノンバーバル（非言語）コミュニケーション術」

令和元年 6月 29日(土) 10 時～12 時 

講師 植村
うえむら

 恵美
え み
（上級心理カウンセラー）

《セミナー概要》 

コミュニケーションとは「伝えあって、共有すること。」違うということを受容しな
がら共有する。バーバルとは、言語的表現(会話・電話・手紙・メモ・メールなど)。ノ
ンバーバルとは非言語的表現(服装・髪型・立ち居振る舞い・表情・しぐさ・姿勢・に
おいなど)。 
表情・態度・口調は言葉以上に重要。マナーと接遇をばらばらに考えているが、接遇
の“遇”とは「もてなす」の意。表裏がないから「おもてなし」。私は悪くないと思って
「申し訳ありません」は表面だけ。心からの「ありがとう」「すみません」は相手に伝
わる。マナーは非言語コミュニケーション→マナーは配慮することができる→気づきの
大切さ。それを実践・くり返しによって習慣化する。 
また、傾聴スキルの重要性についても、聴き手・訊き手の姿勢(うなずき・あいづ
ち・うながし)が会話の質を決める。トークスキルを上げるには聴き方上手になろう。 
あいさつは、人と人とのコミュニケーションにおいての基本。また、自分と相手の存
在を確認しあう重要なやりとり。といった『ノンバーバルコミュニケーションの重要
性』を、具体的な例を挙げながら講演された。 

※別紙資料 

【プロフィール】 
・コミュニケーション能力検定委員会認定講師。 
・2008 年オフィスブルーミングスマイルズ（人材教 
育育成事業部＆ＭＣ事業部）設立。NPO福岡キャ 
リアコンサルタント協会理事。 
・経営人材コンサルタント及び、上級心理カウン 
セラーとして、企業、学校、病院、福祉施設などで 
活躍中。 



《受講生の感想》 ※抜粋 

・ノンバーバルコミュニケーションは大切。参考になった。これからの生活（仕事・家庭）で役立 

てたい。常に心がけていきたい。まずは第１印象を良くしたい。まず身だしなみ。 

・会社や家庭でも、十分心がける事の大切さを学べた。 

・ノンバーバルコミュニケーション、将来につながる言葉。すべてに通じると思う。 

・ノンバーバルコミュニケーションの重要性が良く理解できた。自分が人を傷つけてはいないか、 

気を付けたいと思う。 

・言葉以上に伝わるコミュニケーションがある事を改めて認識できた。 

・楽しく時間が短く感じた。・とても勉強になった。楽しかった。・身近な内容もあり、とても勉強 

になった。 

・先生のコミュニケーションの高さ、日常でも職場でも活用できる内容だった。 

・日常生活に活かしたい。・参考になった。・おもしろかった。・色々な事に気付かされた。 

・講師の魅力で話に引き付けられた。・先生が表情豊かに話していた。・わかりやすかった。知らな 

いこともあってよかった。・忘れていたことを思い出させてもらった。 

・先生の一言一言がためになりました。・仕事でいつもコミュニケーションに悩んでいるので。 

・先生の話の内容に沿った具体例や例えの話等が興味深くわかり易い。身だしなみ、おもてなしの 

意味、コミュニケーション能力はノンバーバルを含むという事。 

・日常の生活の中で気づきがあった。「ノンバーバル」が自分の思っていたものと違ったことも勉強 

になった。今までの反省とこれからの生き方にも、とても重要な事であった。 

・「気づき」の大切さ、ノンバーバルコミュニケーションスキルアップするよう努力したいと思っ 

た。大変魅力的な講義で、今後の生き方に活かしていけたらと思う。 

・のんべんだらりの生活を反省した。それなりに人間力UPするよう努力したい 

・接遇という言葉を初めて知った。 

・あいさつの心がけ、意義。マナーなども知らない事が多いと反省。マナーの勉強をしてみたいと 

思った。 

・スーツで座る、立つ時のマナー、座の位置、会に参加する時の身だしなみ、勉強になった。 

・AI では伝えられない事を、先生の講義を参考にしながら、頑張りたいと思う。『たましいは細部に 

宿る』 

・自己責任の時代が来てることを知らなかった。自分の人生、生かすも殺すも自分次第ということ 

が印象に残った。 

・とても楽しい講座で、これからの人生のいろいろな場面で役に立てたいと思った。












